
報告資料 

令和7年度前期 飛騨市認定地域クラブ指導者研修会の実施報告と開催案内 

 

◼ 開催概要 

趣 旨： 

飛騨市で育つ子どもたちの人格形成や成長につながる地域クラブ活動を進めるにあたっては、学校部活

動の意義を継承・発展させつつ、国や県、市のガイドラインに則り、地域全体で同じ方向を向いて、子どもた

ちが安心して参加できる新たな教育環境をつくりあげることが重要である。そのため、指導技術だけでなく、

ガイドラインにも示すような心身の健康管理や事故の防止等も市内全域で共通理解をもち、子どもたちのサ

ポート体制を充実させていくことを目的に本研修を開催する。 

日時・場所：令和7年6月2日（月） 19：00～20：45  飛騨市役所西庁舎3階大会議室 

募 集：飛騨市認定地域クラブで指導者として活動している方、今後活動を希望する方 

 

◼ 当日の様子 

参 加 者：26名（対面参加 16名、オンライン参加 10名） ※本研修での運営実施者は除く 

① 情報共有【部活動の地域展開、飛騨市認定地域クラブガイドラインについて】 １９：05～19：25 

 佐野（飛騨市教育員会） 

「部活動地域展開の全国的な動き」や「市における部活動地域展開の取組」、「認定地域クラブで指導する

にあたっての留意点」などについての説明を行った。 

② 説明【体罰・ハラスメントの禁止について】 19：25～19：35 

盤所 杏子 氏（株式会社Edo 副代表） 

 「体罰・ハラスメントとは何か」や「全国で報告されている事例等」について説明し、チェックリストを用いて

「指導現場での体罰・ハラスメントの振り返り」も行った。 

 

③ 講演【子どもたちの安心安全なスポーツ・文化活動の整備、成長期の身体について】 19：35～20：40 

関 賢一 氏（株式会社BCF 代表取締役） 

「現在の活動現場（アスレティックトレーナーとして医療機関・学校等）での取組」や「カラダづくりの重要

性」、「成長期の小中学生が実践すべきカラダづくり法」について座学と実技を行った。 

座学だけでなく、実技も通して、参加者自身が身体を動かし実践をすることで内容に対する理解が深まる

と同時に、参加者同士でコミュニケーションをとる機会も増えた。 

 



 

 

◼ 参加後アンケートの結果（回答 23件、回答率 88.5％） 

問⇒研修内容に対する満足度を教えてください（☆1＝満足していない、☆5＝満足している）。 

① 説明【部活動の地域展開、飛騨市認定地域クラブガイドラインについて】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・☆4.35 

② 説明【体罰、ハラスメントの禁止について】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・☆4.22 

③ 講演【子どもたちの安心安全なスポーツ・文化活動の整備、成長期の身体について】・・・・・・・・・・☆4.57 

 

問⇒研修会全体の時間（７５分）について、当てはまるものを選んでください。 

 

【参加者からのご意見（ご感想）】  

⚫ オンデマンドで繰り返し見ることができる方がより理解を深められます。もっと広くだれでも触れること

ができる環境にしたら、指導者のみならず、親御さんや子どもにも理解が広がるので、是非ご検討のほ

どよろしくお願いいたします。とはいえ、講師の先生の了解もありますので、できる範囲で良いと思いま

す。ありがとうございます。 

⚫ 有意義でした。ありがとうございました。 

⚫ 良い。 

⚫ ありがとうございました。 

⚫ 時間の都合で仕方ないのですが、内容が薄い部分がありました。絞ってもいいのでは…。 

 

◼ 指導者研修を終えて（所感含む） 

昨年度から換算すると第2回目となる指導者研修会で以下のような成果と課題が明らかになった。 

＜成果＞ 

⚫ ハイブリッド研修でオンライン配信のための機材準備・設定管理等が難しい状況であったが、昨年度の

経験からも円滑に準備を行うことができた。 

⚫ スポーツ協会・スポーツ少年団と連携し、本研修会の開催案内を行ったため、認定地域クラブ以外の競

技団体・スポーツ少年団からも10名が参加した。 

⚫ 参加受付段階で、何名かの方々から都合が合わないという話を聞いた。研修機会を前期・後期制の年２

回に増やしたことで参加者も都合が合わせやすく、選べることが可能となった。 

⚫ 講師からの配慮もあり、講演内容に実技を加えたことで、内容に対する理解の深まりと同時に、実技実

施中には参加者同士のコミュニケーションの活性化につながった。 

＜課題＞ 

⚫ 本研修の運営を㈱Edoに委託している中で委託範囲が明確になっていないからか、こちらが一部携わ

っている内容（開催案内や参加申込の対応等）がある。 ⇒委託範囲を明確にし、場合によっては全委託 

⚫ 「研修機会の増加による1回あたりの参加者数の減少」と「一定数がオンラインで参加していること」で現

地での参加者は半減になった。 ⇒対面/オンラインで開催する研修を切り分ける等の改善が必要 

⚫ 講演内容に合わせて開催場所を選定する必要がある（体育施設等の実技を行いやすい場所を選ぶなど） 
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短かった

どちらかといえば短かった

丁度良かった

どちらかといえば長かった

長かった

・やる気を引き出すコツ 

・体幹の鍛え方 

・傷害への対処方法 

・小中学生の筋力トレーニング 

・ハラスメント（より詳しく） 

・地域クラブの長期的な展望 

・ストレッチング など 

今後受講したい研修テーマ 



 

 

 


